
 

 

犬のフン放置で困っている方へ 

犬のフンを放置する人の多くは、人目があると回収していきます。イエローチョーク作戦は

「他人の目がある」「フンの放置は許さない」という地域の態度を飼い主に認識させ、心理

に訴えかけ、飼い主のモラル向上を啓発します。 

発祥の地である京都府宇治市では「イエローチョーク作戦」により、犬のフン放置が大幅に

減少するという効果が出ています。 

 

「イエローチョーク作戦」の方法 

 

                   

             

フン放置発見      ○をつけて    また、フン放置発見   ○をつけて 

発見日時を書く              発見日時を書く 

 

                                           な し 
 

       フンがなくなっている   「なし」と書いて 

                     確認日時を書く 

イエローチョーク作戦の方法 

１ 放置フンの周りを黄色いチョークで囲み「発見日時瀬」を書く。 

２ 時間を変えて現場を見る。 

 (1) フンが放置されたまま → ○をつけて「確認日時」を書く。 

  (2) フンの後始末がされた → 「なし」と書いて「確認日時」を書く。 

 ※次回の放置を予防するため「パトロール中」と書く方法もあります。 

 

「イエローチョーク作戦」を行うときは、車両の通行等の妨げにならないよう周囲の安全

を確認して行うようにしてください。 

 

お問い合わせ 静岡市動物指導センター 葵・駿河区 054-278-6409 

                            清水区   054-354-2403 

 


